
 

 

 

 

 

1. はじめに 

 

アカマツ林幼木調査は、次世代のアカマツの生育

状況の把握や、調査結果を保全作業の目標や方針、

内容等にフィードバックすることを目的に実施して

います。 

昨年から新たに取り組んでいる調査は、異なる環

境・条件の違いによる比較検証の調査です。具体的

には、下記の 2 つです。 

①地掻き処理の違いによる比較 

・地掻き処理「あり」「なし」の違いによる 

実生幼木の発芽、生育、定着状況の調査 

②光環境の違いによる比較 

・地表面の「明」「暗」の違い（光環境）に 

よる幼木の発芽、生育、定着状況の調査 

これらの調査を行うため、①については B 地区内

に②については F 地区内に、比較する 2 つの方形区

（2Ｍ×2Ｍ）を昨年１月にそれぞれ設置しました。 

 

今回は、今年１月 17 日（日）に実施した上記の

調査区画での第１回目となった幼木調査の結果と今

後の調査について報告したいと思います。 

  

2. 光環境の違いによる比較調査について 

 

 地表面の「明」「暗」の違い（光環境）による調

査については、F 地区内に、地表面の明るさが異な

る 2 つの方形区を設置していましたが、方形区周辺

のマツ枯れや除間伐作業等の影響もあり、今回確認

したところ、調査対象の 2 つの方形区の間に光環境

の明確な差がなくなっていました。 

 このことから、今回この調査区での調査は中止す

ることとしました。 

 光環境の違いによる幼木の発芽、生育状況等の比

較においては、屋外のフィールドよりも、人工的に

その他の条件を同じにした環境下で行うほうがより

目的に則した調査を行えるのではないかと感じまし

た。これについては今後の課題にしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 地掻き処理の違いによる比較調査について 

 

 地掻き処理「あり」「なし」の違いによる比較調

査については、下記のとおりです。 

 

（１）調査方法 

・地掻き処理を実施している方形区Ａと、処理を行

っていない方形区Ｂのそれぞれについて、幼木個

体数と、各個体の高さを計測しました。 

・各方形区は、ビニールひもでさらに１Ｍ×１Ｍの

４区画にわけて 1 枠ごとに幼木の有無を確認しな

がら作業を行いました。 

・調査前には幼木の確認のためどちらの区画も地表

の落ち葉を取り除きました。調査後は、地掻き処

理ありの方形区Ａのみ地掻きを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査風景】 

 

（２）調査結果 

・方形区Ａは１３個体、方形区Ｂは１１個体の幼木

を確認することができました。また、個体の高さ

は 4ｃｍ前後という結果でした。（次ページの表

のとおり） 

・それぞれの個体の特徴では、葉が緑のものと葉が

茶色で枯れかけているものとがあり、方形区Ａの

個体の方が葉が緑のものの割合が多いように感じ

ました。 

２Ｍ 

１Ｍ 

１Ｍ 

２Ｍ 

【方形区Ａ】 

（地掻きあり） 

【方形区Ｂ】 

（地掻きなし） 

枠１ 枠２ 

枠３ 枠４ 
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・アカマツ以外の植物については、クロキ、タブノ

キ、モチノキといった常緑広葉樹の実生のほか、

シダやナガバモミジイチゴなどがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アカマツ幼木】 

 

【クロキ実生】 

 

 

（３）考察など 

 今回個体数や個体の大きさについては方形区Ａと

Ｂに大きな違いは見られませんでしたが、生育状態

は方形区Ａの方が良いようでした。一方、クロキな

ど常緑樹実生等の定着は方形区Ｂの方が少し多い状

況でした。 

これについては、地掻きの有無による土壌の状態

の違い（養分や水分量などの違い）が影響している

のではないかと考えられます。 

 今回の調査はこの調査区画での最初の調査となる

ため、データの蓄積もなく今回の結果のみで何かを

判断することは難しいので、今後継続して調査して

いきたいと思います。 

 

４. 今後の調査について 

 

 アカマツ林では次世代のアカマツを育てていくた

めに、今年から幼木の移植や、間引き作業等も進め

ています。今後はこれらの作業に関連した調査も進

めていく予定です。調査実施にあたってはぜひ皆さ

まご参加ください。 

 

（アカマツ林調査 世話役 中嶋） 

方形区Ａ（地掻き処理あり）

幼木No 高さ（cm） 枠番号

Ａ－１ 4 1

Ａ－２ 4 1

Ａ－３ 2 1

Ａ－４ 4 1

Ａ－５ 3 2

Ａ－６ 3 2

Ａ－７ 2 2

Ａ－８ 5 3

Ａ－９ 5 3

Ａ－10 2 3

Ａ－11 6 4

Ａ－12 4 4

Ａ－13 3 4

方形区Ｂ（地掻き処理なし）

幼木No 高さ（cm） 枠番号

Ｂ－１ 4 1

Ｂ－２ 4 1

Ｂ－３ 4 2

Ｂ－４ 9 2

Ｂ－５ 4 2

Ｂ－６ 3 2

Ｂ－７ 3 3

Ｂ－８ 2 3

Ｂ－９ 4 4

Ｂ－10 3 4

Ｂ－11 3 4
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